



What kind of Outcome and Problem did THE SHIRAUMEGAKUEN Get 
by activities In a Parenting Support for 10 Years?― from the Survey by 




































































回数は 2011 年を除き 40 回前後とほぼ横ばいで
ある。2011 年度は子どもの広場の学習支援ボラ






































































































































































































学 1,014 名、短期大学 202 名、2015 年 5 月 1 日
現在）を対象に授業終了後に質問紙を配布した
（2015 年 11 月）。回答のあった 613 名（回収率
50.4％：子ども学科 272 名、発達臨床学科 156 名、
















































































































































































　白梅学園大学・短期大学の 2004 年度～ 2013
年度の入学生（2014 年度卒業生まで）で、在学
中に子育て広場ＧＰ学生委員会や特論の広場に参
加していた 240 名に質問紙を郵送した（2015 年
11 月）。回答があった 41 名を対象とする（回収
率は 17%）。回答者の所属は大学（子ども学科 18
名、発達臨床学科 1 名、家族・地域支援学科 2 名）、



































































































































































































































置いた（2015 年 11 月）。
３．結果と考察
　白梅学園の 2015 年度専任教職員総数は 157 人
で大学の長期研修と産休を除くと 155 人、質問紙


















事務 幼稚園 一貫校 高校 大短 合計（％）
ア．参加したことがある 1 2 0 1 6 10（12.9）
イ．活動を見たことがある 9 3 3 11 10 36（46.1）
ウ．名前を聞いたことがある 1 3 5 8 0 17（21.8）
エ．全く知らない 0 1 12 12 0 15（19.2）
表４　子育て広場の活動の学園にとっての意義
事務 幼稚園 一貫校 高校 大短 合計（％）
ア．大いに意味があった 1 2 0 4 13 20（36.4）
イ．まあまあ意味があった 9 6 5 10 2 32（58.1）
ウ．あまり意味がなかった 1 0 1 0 1 3　（5.5）






















































事務 幼稚園 一貫校 高校 大短 合計（％）
ア．大いに意味があった 7 4 0 4 6 21（38.2）
イ．まあまあ意味があった 3 4 6 12 6 31（56.3）
ウ．あまり意味がなかった 1 0 0 0 2 3　（5.5）
エ．意味がなかった 0 0 0 0 0 0   （  0）
表６　今後の「子育て広場」のあり方について
事務 幼稚園 一貫校 高校 大短 合計（％）
ア．今まで通りでよい 2 5 0 12 6 25（53.4）
イ．多少手直しをする 9 2 6 2 6 9（42.3）
ウ．大幅に手直しをする 0 0 0 0 2 2　（4.3）


















































































































































































































質問紙を郵送した（2015 年 11 月）。回答のあっ



















































































































































































は 1938 年に閉鎖されるが、1950 年東京大学学生
セツルメントとして再結成される。この他 1947
年「京都少年保護学生連盟」による BBS（Big 
Brothers and Big Sisters）運動や 1952 年に愛媛
県が実施したボランティア講習会が元となり始













































































































































































































































・経済企画庁 平成 12 年　平成 12 年度国民生活
白書ボランティアが深める好縁















・白梅子育て広場 GP 委員会及び企画調整部 
2009「白梅学園大学・白梅学園短期大学子育
て広場ハンドブック」
・白梅子育て広場 10 周年記念実行委員会 2016
「『白梅子育て広場』10 年の歩み」
・全国社会福祉協議会 2008 「地域における「新
たな支え合い」を求めて―住民と行政の協働に
よる新しい福祉―」 これからの地域福祉のあり
方に関する研究会報告
・瀧口優・瀧口美智代 2006 「学生が生きる子育
て支援」白梅学園大学・短期大学　教育・福祉
研究センター年報 No.11.
・瀧口優・金田利子 2009 白梅子育て広場におけ
る学生の主体的な参画という視点からの考察 
日本保育学会第 62 回大会発表論文集
・氷川下セツルメント史編纂委員会 2014 「氷川
下セツルメント史　半世紀にわたる活動の記
録」 エイデル研究所
報
　
告
